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◇ごみの減量化のために
・雑がみはリサイクル
　家庭から出る紙ごみの中でも新聞紙・雑誌・段ボール・飲料用パックのいずれに
も当てはまらない「雑がみ」のリサイクルをしましょう。
〈雑がみになるもの〉
　　のマークが付いているもの（トイレットペーパーの芯など）
〈雑がみのリサイクルに混ぜてはいけないもの〉
①金属類（クリップ、ホチキスの針）
③水や油で濡れた紙
⑤ビニールや箔を押した紙

　
そ
の
他
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
で
は
、
昭
和
56
年
以

前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
の
耐

震
化
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る

無
料
個
別
相
談
会
を
９
月
上
旬
ご

ろ
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

広
報
８
月
号
に
掲
載
し
ま
す
の

※

そ
の
ほ
か
に
も
要
件
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、
必
ず
申
請
前
に
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
等
の
様
式
が
変
更
と
な

り
ま
し
た
。必
ず
今
年
度
の
様
式

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法
＝
補
助
対
象
設
備
等

の
設
置
後
に
、
所
定
の
交
付
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
添

付
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ

さ
い（
郵
送
、メ
ー
ル
不
可
）。

　
・
　
地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
８
６

①
補
助
対
象
設
備
を
導
入
し
た
住

宅
に
自
ら
居
住
し
、
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
者

で
あ
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
が
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と
。

③
補
助
対
象
設
備
の
設
置
工
事
等

補
助
事
業
に
着
手
す
る
日
が
、令
和

５
年
４
月
１
日
以
降
で
あ
る
こ
と
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
や
電
力
の
強

靭
化
を
図
る
た
め
の
住
宅
用
設
備

等
を
導
入
し
た
方
に
、
予
算
の
範

囲
内
で
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。対
象
の
方
は
申
請
く
だ

さ
い
。

▼
受
付
締
切
＝
令
和
６
年
２
月
29

日
㈭

※

市
役
所
閉
庁
日
を
除
き
ま
す
。

※

予
算
額
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。

▼
対
象

・
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム（
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
）（
停
電
時
自
立
運
転

機
能
の
有
り
の
み
。上
限
10
万
円
）

・
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電

シ
ス
テ
ム（
上
限
７
万
円
）

・
窓
の
断
熱
改
修（
上
限
８
万
円
）

・
電
気
自
動
車
・
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
（
Ｖ
２
Ｈ
の

併
設
の
有
無
に
よ
り
上
限
10
万
円

も
し
く
は
15
万
円
）

・Ｖ
２
Ｈ
充
放
電
設
備（
上
限
25
万

円
）

▼
主
な
要
件
等

住
宅
用
設
備
等
脱
炭
素
化
促
進
事
業

補
助
金
の
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
８
６

　
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ご
み
は
環
境

を
損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
河
川
や

水
路
に
た
ど
り
つ
き
、
そ
の
ご
み

が
原
因
で
水
路
が
詰
ま
り
、
水
が

あ
ふ
れ
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　
身
近
な
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
は

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
環
境
美
化

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
め
ま
し
ょ
う

問問

申

問

※

耐
震
改
修
は
耐
震
診
断
に
よ
り

　
耐
震
性
が
低
い
と
判
断
さ
れ
た

　
も
の

◇
補
助
金
額
の
概
要

▼
耐
震
診
断

　
耐
震
診
断
費
用
の
２
／
３
に
相

当
す
る
額
（
８
万
円
を
限
度
）

▼
耐
震
改
修

　
耐
震
改
修（
工
事・設
計・監
理
）

費
用
の
一
定
割
合
の
額
（
40
万
円

を
限
度
）

①
市
内
に
所
在
し
て
い
る
こ
と

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
も
の

③
一
戸
建
て
の
住
宅（
居
住
部
分
が

１
／
２
以
上
の
併
用
住
宅
を
含
む
）

④
在
来
軸
組
工
法
に
よ
り
建
築
さ

れ
、
地
上
２
階
建
以
下
の
も
の

　
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
を
行
う
方
に
、
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

◇
耐
震
診
断
・
改
修
共
通

▼
補
助
対
象
木
造
住
宅

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
木
造

住
宅 ご

自
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を

行
い
ま
せ
ん
か

市 営 ガ ス を ご 使 用 の 皆 様 へ

問

　ガス器具を屋内で使用するとき、換気が不十分な状態で使用すると、不完
全燃焼による一酸化炭素中毒を起こす恐れがあります。夏季は冷房を運転
することが多いですが、冷房効率が低下するとの理由から換気設備を停止する
ことは大変危険です。事故を防止するため、次の点にご注意ください。
・ガスを使用するときは、必ず換気をしましょう。
・ガス器具や換気設備の取扱説明書をよく読み、正しく安全な使用と日常管
理をしましょう。
・業務用に使用するガス機器や換気設備は、日常管理の他にメーカーなどの
専門家による定期的なメンテナンスを受けましょう。
・万一のガス漏れや不完全燃焼に備え、ガス・一酸化炭素警報器を設置しましょう。
　ガス臭や警報器の作動など、異常を感じたら直ちにガスの使用を中止し、
ご連絡ください。

市営ガスは、家計にも環境にもやさしい県産天然ガス
を供給しています（供給しているガス種は１２Ａです）。

ガス事業課　☎０４７５（７２）１１３１

問

問

こちらは消費生活センターです！

ごみの減量化

低価格で誘う換気扇やエアコンクリーニングの電話勧誘
　自宅に電話があり「お試し価格の３千円
で、換気扇やエアコンのクリーニングができ
る」と勧誘され、換気扇の掃除を依頼した。
業者が来訪し換気扇を掃除した後、汚れが
付きにくくなるからと、コーティングを強く勧
められ、断れずに承諾した。すると、風呂場
や洗面所の換気扇もコーティングされて約 30
万円も請求された。高額だと思う。
〈ひとことアドバイス〉
　低価格と勧誘されても、電話の説明だけ
では詳しい内容は分かりません。安易に訪問
を承諾せず、いったん切って、周りに相談す
るなどしてから判断しましょう。
　電話勧誘トラブルの防止には、通話録音
装置や迷惑電話対策機能が付いた電話機を
使用することも有効です。

　作業を依頼した場合、作業当日に追加の
契約を勧誘されてもその場で決めないように
しましょう。作業時は、なるべく家族などに
同席してもらいましょう。
　クーリング・オフができる場合があります。
困ったときは、消費生活センター等にご相談
ください。
　（国民生活センター見守り新鮮情報第 450
号より）
◇市消費生活センター
▶相談日時＝祝日を除く㈪・㈫・㈬・㈮  10
時～12時、13時～16時
▶会場＝中央公民館１階相談室
▶相談電話＝☎０４７５（７０）０３４４
　地域づくり課市民協働推進班
　☎０４７５（７０）０３４２

　ごみの中には、再利用可能なものも多く含まれています。これらのごみを捨てるこ
とは、限りある資源を捨てることと同じです。
　資源を大切に使うにはリサイクルが有効ですが、手間とコストが掛かります。ごみ
自体を出さないことこそ、もっとも無駄のない有効な方法です。
　皆さんのご協力のおかげで減少傾向にありますが、まだまだ減量化の余地があり
ます。ごみを排出するその前に、少しずつの減量化に努めましょう。
◇市から排出されるごみの量
　市の各家庭から排出されるごみは、東金市外三
市町清掃組合に搬入し処理されています。本市の令
和４年度ごみ排出量は14,567トンであり、排出量
全体の約９割が家庭から排出されるごみとなりま
す。また市民１人１日当たり825グラムのごみを排出
したことになります。ごみ処理にかかった主な経費
は４億6470万６千円。１人当たりに換算すると、１
年間に9,611円の経費を支払ったことになります。

　雑がみは市内４ヶ所（市役所・農村ふれあいセンターやまべの郷・中部コミュニティ
センター・白里出張所）のリサイクル回収倉庫で回収しています。８時30分～17時
まで持ち込みが可能です。
※農村ふれあいセンターやまべの郷・中部コミュニティセンターは休館日の㈪はご利 
　用になれません。
◇ごみ出しの前にもうひとしぼり！
・水切りネットに入れた生ごみに、水を入れたペットボトルなどを重しとして、一晩置く。
・水切りネットに入れた生ごみを直接しぼる。
※ペットボトルを使用した水切りグッズが作れます。

◇資源ごみの分け方と出し方
　ごみを出す際は、必ずリサイクルマークの確認をしましょう。新聞・雑誌・段ボー
ルなどは、市のリサイクル回収倉庫や地域の集団回収を活用しましょう。
◇買い物にひと工夫
　詰め替え商品やリサイクル製品をできるだけ使用し、ごみの排出を意識した買い物
をしましょう。商品を入れるレジ袋をもらわずにマイバッグを使用することでも大きな
ごみの減量につながり、レジ袋の原料となっている原油を消費せずに済みます。
　 地域づくり課環境対策班　☎０４７５（７０）０３８６

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
都
市
整
備
課
営
繕
室

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
６
６

　▲市ホームページ

努めよう

②粘着物（シール、のり、テープ）
④においのついた紙
⑥感熱紙、複写用紙

●大網白里市 令和4年度ごみ排出量
459,780
3％

（単位:kg）

12,650,000
87％

1,454,650
10％

一般廃棄物
（家庭ごみ）
事業系廃棄物
個人搬入
（粗大ごみ等）

ハサミ等で切る

切り口を

ビニールテープ

で覆う

ぎゅ～っと

ね！

使用済みのスプレー缶は、中身を使い切り、風通しが良く火の気の無い所で穴を開け、中のガスを抜いてください
　地域づくり課環境対策班　☎０４７５（７０）０３８６問
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　適切な焼却設備を用いずにごみを燃やすことは法
律で禁止されています。
　ドラム缶を用いて燃やしたり、地面に穴を掘って燃や
したりすることも野焼きにあたります。
　芝焼き、お焚き上げ、軽微な焚き火、農林漁業等の
運営上やむを得ない場合など、例外的に野焼きが認
められる場合であっても、発生する煙、灰等が悪臭や
大気汚染（ＰＭ2.5など）の原因となるため、他人の迷
惑にならないようにしなければなりません。
　野焼きを原因とした火災や苦情が多く発生していま
す。良好な生活環境を維持するために、廃棄物は適切
に処理し、野焼きは行わないように
しましょう。
　 地域づくり課環境対策班
　 ☎０４７５（７０）０３８６

　市では、地域課題の解決を図るため、住民団体が自主的、または主体
的に企画・実施する公益性のあるまちづくり事業に対して補助金を交付し
ています。
▶対象事業
・住民提案型事業＝住民団体が企画立案した、公共的な課題の解決、ま
たは地域活性化につながる事業（テーマは自由・補助限度額30万円）
・行政提案型事業＝市が提示する課題に対し、住民団体により企画立案
された事業（補助限度額は事業内容により定めます）
▶申込期間＝７月７日㈮～９月22日㈮
▶事業の詳細は「応募の手引き」をご覧ください（地域づくり課、中央
公民館、白里出張所、中部コミュニティセンター、市ホームページから入
手できます）。
　・　 地域づくり課市民協働推進班　☎０４７５（７０）０３４２

◎開室時間の延長
　大網白里市図書室のみ 8 月まで、
平日の開室時間を延長します。
▶開室時間＝㈫～㈮ 9時～18時
※㈯・㈰は通常どおり17時まで。
◎夏のおはなし会
　大型絵本の読み聞かせや、パネ
ルシアター等を行います。詳細は市
ホームページ等をご覧ください。
・大網白里市図書室
▶日時＝７月８日㈯14時30分～
▶会場＝図書室会議室
・中部分室
▶日時＝７月12日㈬15時30分～
▶会場＝中部コミュニティセンター
会議室
・白里分室
▶日時＝７月13日㈭15時30分～
▶会場＝白里公民館視聴覚室
◎夏休み子ども講座｢不思議なス
テンドグラスをつくってみよう！｣
　夏休みの自由研究に｢不思議なス
テンドグラス｣をつくってみませんか。
偏光板と紙コップを利用して作りま
す（電話申し込み可）。

▶日時＝７月21日㈮14時～15時
▶会場＝図書室会議室
▶募集人数＝先着 15 人（小学校３
年生～６年生）
▶参加費＝２００円（材料費）
▶講師＝千葉県立現代産業科学館
職員
▶締切＝７月15日㈯
◎今月の展示棚
　「Ｌｅｔｓ　Ｔｒｙ　ＤＩＹ」
　材料や工具をそろえイスや棚を
作ったり、庭の整備や家屋の修繕を
したり、自分勝手にわがままに作る
ことができるのがＤＩＹです。
　初心者も経験者も、ＤＩＹを楽しん
でみませんか。

図書室だより

申 問　   大網白里市図書室
☎0475（72）8383
・

大網白里市図書室 検索

◎図書室休室日
3 日㈪・10 日㈪・17 日（月・
海の日）・18日（火・振替休室）
24日㈪・28日（金・室内整理日）
31日㈪

問

　女性の平均賃金が男性より低いのは、世界共通の問題です。そこで、NPO 国際 BPW
（International Federation of Business and Professional Women）が、男女の賃金
格差がどれくらいあるかがよく見えるように、男性が1年間に得る賃金額を女性が得るには、
1年を超えて何日まで働かなければならないかを算出し、同じ額を手にする日を、「イコール・
ペイ・デイ」として国ごとに発表しています。
　日本では、日本BPW連合会が、厚生労働省の「賃金構造基本統計調査」から一般労働者
（常用労働者のうち短時間労働者を除いたもの）の男女の賃金月額を基に計算しており、
2023年のイコール・ペイ・デイは「4月28日」と発表しました。昨年の5月1日と比べ3
日間短縮されていますが、男性と同じ額を手にするのにまだ5か月弱かかることになります。
　女性は育児・介護など家族の世話を担うことが多く、十分なキャリアを踏めないことや、
能力の評価にジェンダーバイアスが影響していることにより、男女の賃金格差が広がってい
ます。この格差を解消するためには、男女がともに認め合い、支え合い、個性と能力を発
揮できる社会の実現を目指していく必要があります。
　イコール・ペイ・デイをきっかけに、男女共同参画について考えてみてはいかがでしょうか。
　地域づくり課市民協働推進班　☎０４７５（７０）０３４２

男女共同参画だより

申問

問

問

希
望
に
添
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。ま
た
、

燃
料
費
、
運
搬
費
そ
の
他
の
費
用

は
借
受
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
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３
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市
で
は
、
市
内
に
お
け
る
区
・

自
治
会
、
N
P
O
法
人
等
が
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
に
対
し
、
無

料
で
草
刈
機
・
噴
霧
器
を
貸
し
出

し
ま
す
。
１
回
の
申
請
で
２
台
ま

で
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

　
申
請
状
況
に
よ
り
、
貸
し
出
し

草
刈
機
等
の
無
料
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す

問

つ
な
が
り
ま
す
。

　
雑
草
や
落
ち
葉
、
小
枝
を
収
集

に
出
す
際
は
、土
砂
を
し
っ
か
り
払

い
落
と
し
、
十
分
に
乾
燥
さ
せ
て

か
ら
指
定
袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
８
６

　
雑
草
や
落
ち
葉
、
小
枝
は
可
燃

ご
み
と
し
て
市
で
収
集
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
土
砂
を
払
わ
ず
に
収
集
に

出
す
例
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
土
砂
の
混
ざ
っ
た
雑
草
等
が
処

理
さ
れ
た
場
合
、
ご
み
処
理
費
に

余
分
な
予
算
が
使
わ
れ
る
こ
と
に

雑
草
や
落
ち
葉
等
の
処
分

問

が
伸
び
や
す
く
な
る
の
で
、
空
き

地
を
所
有
・
管
理
し
て
い
る
方
は
、

定
期
的
に
草
刈
り
な
ど
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
８
６

　
空
き
地
に
雑
草
が
茂
っ
て
い
る

と
、
周
囲
の
景
観
を
損
な
う
上
、
や

ぶ
蚊
や
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
の
発
生
源

に
な
っ
た
り
、
ご
み
の
不
法
投
棄
を

招
い
た
り
し
て
、
周
辺
に
住
ん
で
い

る
皆
さ
ん
に
迷
惑
が
掛
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歩
道
や
車
道
に
雑
草
が

は
み
出
す
と
、
人
や
自
転
車
、
車

の
通
行
の
妨
げ
と
な
り
危
険
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、
雑
草

空
き
地
の
雑
草
は
定
期
的
に
除
去
を

問

草
刈
り
、ご
み
拾
い
を
し
た
り
、フ
ェ

ン
ス
や
ロ
ー
プ
等
を
設
置
し
て
、
第

三
者
が
容
易
に
侵
入
で
き
な
い
よ
う

に
工
夫
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
８
６

　
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
は
、

投
棄
者
に
処
理
さ
せ
る
こ
と
が
原

則
で
す
が
、
投
棄
者
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
者

や
管
理
者
が
、
自
ら
の
責
任
で
処

理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
不
法
投
棄
を
防
ぐ
に
は
、
土
地
の

所
有
者
が
、ご
み
を
捨
て
ら
れ
な
い
環

境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
定
期
的
に
見
回
り
や

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す

問

▼
内
容
＝
せ
っ
け
ん
の
街
２
０
０

グ
ラ
ム
（
詰
め
替
え
用
）

▼
販
売
額
＝
１
０
０
円

　
地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
８
６

　
食
用
油
再
生
処
理
事
業
に
よ
る

「
リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん
」
を
地
域

づ
く
り
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
石
け
ん
の
販
売

問

～2023年のイコール・ペイ・デイは4月28日です～

買い物には、かごや袋を持っていきましょう　　地域づくり課環境対策班　☎０４７５（７０）０３８６問

令和６年度実施住民協働事業の
提案事業を募集しています

飼い犬などのペットのふんは
飼い主が持ち帰りましょう

野焼きをしてはいけません

　飼い犬などのペットのふんを放置されて迷惑している人
がいます。また、きちんと持ち帰っているのに、疑いの目
で見られ、つらい思いをしている飼い主もいます。 
　ふんは飼い主が必ず持ち帰りましょう。
　ふんは小袋に入れ、ごみ袋の中ほどに入れて、燃やせる
ごみとして処理してください。

飼い猫の正しい飼い方
　猫を放し飼いにしている方が見られますが、飼い猫を外で放っておくと野良
猫と交配し、新たな野良猫を増やす要因となります。屋内で飼うことによって、
交通事故や感染症の危険を防ぐ・繁殖を防ぐ・近隣の住民に対する迷惑を
防ぐことができます。
　また、万が一失踪したときに備えて、首輪等に飼い主の
名前等を表示するようにお願いします。また、猫が増えるこ
とを避けるため、不妊・去勢手術をするようにお願いします。
◇野良猫にエサを与えないでください
　野良猫にエサを与えるだけの管理は、飼い主不明の猫が集まり、子猫が産
まれ、結果として野良猫増加の原因になります。また、猫の繁殖力はとても
強く、複数の猫が集まるようになると子猫が産まれすぐに増えてしまいます。
自分の飼い猫でない場合、エサをあげないようにしてください。

　 地域づくり課環境対策班　☎０４７５（７０）０３８６




